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今
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、「
接
種
券
届
い
た
？
予
約
取

れ
た
？
一
回
目
の
接
種
終
わ
っ

た
？
」
が
あ
い
さ
つ
代
わ
り
の
日

常
に
な
っ
て
い
ま
す
。
六
月
二
十

日
現
在
、
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
六
十
四
歳
以
下
の
若

い
人
た
ち
へ
の
接
種
も
始
ま
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。
九
月
末
ま
で

に
全
世
代
完
了
予
定
の
区
が
あ
り
、

他
の
市
区
町
村
で
も
今
後
増
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
五
月
三
十
一
日
に
、
江
戸
川
区

と
鶴
岡
市
友
好
都
市
盟
約
四
〇
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
な
か
っ
た
ら
皆

さ
ん
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
行
事

で
し
た
。
式
典
の
様
子
はJ:C

O
M

「
え
ど
が
わ
区
民
ニ
ュ
ー
ス
」
で

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
友
好
の
絆
　
江

戸
川
区
・
鶴
岡
市
友
好
都
市
盟
約

四
十
周
年
」
が
放
送
さ
れ
、
皆
さ

ん
の
江
戸
川
・
鶴
岡
へ
の
思
い
が

感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
番
組
で

し
た
。

　
四
月
二
十
一
日
、
役
員
会
が
タ

ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
久
々
に
顔
を

合
わ
せ
て
、
三
密
を
避
け
マ
ス
ク

着
用
、
換
気
に
配
慮
し
、
一
年
以

上
の
時
間
を
経
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
て
の
会
、

リ
モ
ー
ト
と
は
違
い
懐
か
し
く
も

あ
り
、
生
の
意
見
交
換
が
で
き
話

も
進
み
ま
し
た
。
同
じ
空
気
を
共

有
す
る
と
議
論
に
も
違
い
が
出
る

よ
う
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
も
一
年
以
上
鶴
岡

の
空
気
に
触
れ
て
い
な
い
方
々
が

多
く
、
今
は
電
話
や
ス
マ
ホ
を
活

用
し
て
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
映
像
・

音
声
で
互
い
の
様
子
を
知
り
、
再

会
を
願
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
鶴
岡
の
空
気
の
中
で
美

味
し
い
食
べ
物
と
お
酒
、
懐
か
し

い
庄
内
弁
で
の
語
り
合
い
が
で
き

な
い
の
が
現
状
で
残
念
で
す
。

　
今
年
の
総
会
は
二
年
ぶ
り
に
タ

ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
皆
さ
ん
と
顔

を
合
わ
せ
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
鶴
岡
と
東
京
を
結
び
、

鶴
岡
の
最
新
情
報
な
ど
意
見
交
換

の
プ
ラ
ン
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
ふ
る
さ
と
会
や
高
校

同
窓
会
は
今
年
も
中
止
が
多
く
聞

か
れ
て
い
ま
す
が
、
首
都
圏
鶴
岡

会
は
安
心
安
全
に
配
慮
し
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
九
月
ま
で
に
は
多
く
の
会
員
の

皆
様
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

是
非
、
九
月
二
十
六
日
に
は
タ
ワ

ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
の
企
画
力
と
事

務
局
の
努
力
で
参
加
費
用
を
抑
え

て
、
持
ち
帰
り
の
土
産
を
充
実
し

ま
す
。
友
人
を
お
誘
い
、
安
心
・

安
全
な
総
会
に
ご
参
加
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

会
長
挨
拶

令和3年5月31日、江戸川区と鶴岡市の友好都市盟約40周年を記念し、オンラインによる記念式典が実施されました。
これまでの友好の絆を確かめるとともに、今後より一層交流を深めていくことを確認しました。

（写真左より　江戸川区議会　堀江創一副議長、福本光浩議長、江戸川区　斉藤猛区長、山本敏彦副区長
中央のモニターには、鶴岡市　皆川治市長、山口朗副市長、佐藤博幸副議長、鶴岡江戸川交流合唱団　五十嵐廣明副会長）

会長　坂田　敬一会長　坂田　敬一



グリーンパレス
東京都江戸川区松島1-38-1〒132-0031

TEL  03-3651-2228
http://www.greenpalace-matsuya.com

ご宴会・レストラン

鶴岡市友好都市　江戸川区のコミュニティ施設
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鶴
岡
市
と
江
戸
川
区
の
友
好
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
時
の
学
童
疎
開
が
き
っ

か
け
で
す
。

　
昭
和
十
九
年
、
戦
火
に
さ
ら
さ
れ

た
東
京
で
は
、
学
童
の
集
団
疎
開
が

始
ま
り
、
江
戸
川
区
か
ら
四
千
三
百

名
以
上
の
学
童
が
鶴
岡
市
の
各
地
（
市

街
、
湯
田
川
温
泉
、
湯
野
浜
温
泉
、
あ

つ
み
温
泉
、
善
宝
寺
、
大
山
）
に
滞
在

し
ま
し
た
。

　
終
戦
と
と
も
に
東
京
に
戻
っ
た
学
童

で
し
た
が
、
や
が
て
成
人
す
る
う
ち
に

鶴
岡
の
土
地
と
人
々
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
よ
う
に
な
り
、
新
潟
地
震
（
昭
和

三
十
九
年
）
の
際
の
救
援
や
内
川
へ
の

鯉
や
金
魚
の
放
流
な
ど
、
様
々
な
交
流

が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
市
民
全
体
に
友
情
の
輪
を
広

げ
、
平
和
の
尊
さ
を
語
り
継
ご
う
と
、

昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
五
日
に
友
好

都
市
の
盟
約
が
結
ば
れ
、
今
日
ま
で

様
々
な
交
流
を
通
じ
友
好
の
絆
を
深
め

て
い
ま
す
。

総合保険事務所 オフィス勝どき
代表 大泉　正（日本FP協会会員、相続診断士）
取扱保険会社　メットライフ生命・東京海上日動

〒104-0054　東京都中央区勝どき6-3-1-3422
TEL 03-6794-1208  FAX 03-6734-0498
フリーフォン　0800-080-1208
Eメール　oizumi.masashi@mt-kachidoki.jp

［電気とエアコン、困ったときお電話下さい。］

取締役会長 本　間　俊　三

〒252-0302　相模原市南区上鶴間 1－12－1

ＴＥＬ：0 4 2 － 7 4 6 － 1 6 1 6

長 岡 利 夫会 長

元江戸川区長　中里喜一　書元江戸川区長　中里喜一　書元鶴岡市長　斎藤第六　書元鶴岡市長　斎藤第六　書

友好都市宣言友好都市宣言

東京支店（中央区日本橋室町）

盟
約
締
結
ま
で



加藤嘉八郎酒造株式会社
〒997-1124 鶴岡市大山 3-1-38　TEL 0235-33-2008

加藤嘉八郎酒造株式会社
〒997-1124 鶴岡市大山 3-1-38　TEL 0235-33-2008

Cradle 庄内の
変わらぬ魅力を
お届けします

通話料無料 TEL：0800-800-0806

出羽庄内地域文化情報誌

庄内の歴史、文化、民俗資料展示

公益財団法人
チ ドウ

鶴 岡 市 家 中 新 町 10 - 18
電 話  0235－22－1199
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交 流 の あ ゆ み

冨士酒造株式会社
〒997-1124　山形県鶴岡市大山三丁目32番48号

http://www.e-sakenom.com

受付時間 月～金　9:00～17:00

0235－33－3200
受付時間 24時間

0235－33－0477
ＴＥＬ FAX

H4.7　西葛西駅前で行われた
東京事務所設立2周年「鶴岡と観光の物産展」

H4.7　西葛西駅前で行われた
東京事務所設立2周年「鶴岡と観光の物産展」

H9.2　「寒だらまつり」
当時は東京事務所前で開催されていました。

H9.2　「寒だらまつり」
当時は東京事務所前で開催されていました。

H13.10　友好都市盟約20周年の年の
「えどがわ区民まつり」（篠崎公園）
H13.10　友好都市盟約20周年の年の
「えどがわ区民まつり」（篠崎公園）

H23.11　友好都市盟約30周年記念訪問
「金魚の放流」（鶴岡公園近くの新百間堀）
H23.11　友好都市盟約30周年記念訪問

「金魚の放流」（鶴岡公園近くの新百間堀）

H25.6　第７葛西小の児童による田植え
平成５年から区内小学校で「庄内米づくり事業」が行われています。

H25.6　第７葛西小の児童による田植え
平成５年から区内小学校で「庄内米づくり事業」が行われています。

R1.5　学童疎開75周年記念事業
「歓迎交流会」（東京第一ホテル鶴岡）
R1.5　学童疎開75周年記念事業

「歓迎交流会」（東京第一ホテル鶴岡）



　

一
昨
年
、
令
和
元
年
の
第
二
十
三

回
首
都
圏
鶴
岡
会
総
会
で
は
岡
部
実

行
委
員
長
の
下
で
副
実
行
委
員
長
を

拝
命
し
、
副
委
員
長
の
役
割
と
問
わ

れ
れ
ば
、「
翌
年
の
総
会
の
実
行
委

員
長
を
や
る
こ
と
」
と
だ
け
受
け
止

め
て
い
ま
し
た
。
鶴
岡
会
は
今
か
ら

十
年
以
上
前
に
鶴
翔
同
窓
会
の
同
期

生
が
鶴
岡
市
東
京
事
務
所
の
所
長
を

し
て
い
た
時
に
鶴
岡
会
の
存
在
を
知

っ
た
だ
け
で
、
菅
前
会
長
に
誘
わ
れ

る
ま
で
は
仕
事
の
忙
し
さ
で
全
く
関

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
　

　

江
戸
川
区
内
の
東
京
事
務
所
近
く

に
住
ん
で
居
る
と
い
う
便
利
さ
だ
け

で
役
員
に
推
さ
れ
先
輩
の
交
代
で
副

会
長
に
な
っ
た
ば
か
り
で
何
も
分
か

ら
な
く
不
安
で
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
総
会
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
現
状
を
生
か

し
な
が
ら
必
要
な
こ
と
を
精
選
し
て

皆
様
の
た
め
に
な
る
運
営
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
言
い

ま
す
が
、
今
こ
そ
形
式
に
執
ら
わ
れ

ず
本
来
の
目
的
を
果
た
す
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
は
人
生
経
験
か
ら
順

風
の
時
よ
り
困
難
が
あ
っ
た
時
の

方
が
発
展
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
の
中
で

首
都
圏
鶴
岡
会
総
会
の
あ
り
方
と

は
何
か
を
、
会
長
を
中
心
に
ス
タ
ッ

フ
の
み
ん
な
で
更
に
智
恵
を
出
し
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
総
会
の
内

容
は
現
時
点
で
は
必
要
最
小
限
に
す

る
必
要
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
の
影
響
で
変
更
も
可
能
な

方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

Z
o
o
m

な
ど
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て

リ
モ
ー
ト
会
議
が
で
き
る
会
場
で
、

会
場
に
参
加
で
き
な
い
方
々
に
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
が
可
能
な
形
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

懇
親
会
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ

の
分
お
土
産
を
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
も
の
を
用
意
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
鶴
岡
会
の
会
員

に
は
懐
か
し
い
物
ば
か
り
を
、
な
る

べ
く
会
費
の
負
担
を
抑
え
つ
つ
、
地

元
の
た
め
に
な
る
工
夫
を
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
ご
期
待
い
た
だ
き
、共
々

に
活
発
に
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
！
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第25回 首都圏鶴岡会総会のお知らせ

加藤孝幸
総会実行委員長

黎明同窓会関東支部
山形県立鶴岡中央高等学校

事務局〒165-0025東京都中野区沼袋1-41-2
TEL・FAX 03-3389-1894

城畔同窓会関東総支部
山形県立鶴岡工業高等学校

事務局〒351-0011埼玉県朝霞市本町1-15-4
TEL・FAX 048-462-3655

日 時：令和３年９月26日（日）　13時 30分～

場 所：タワーホール船堀（都営新宿線船堀駅すぐ）

日 時：令和３年９月26日（日）　13時 30分～

場 所：タワーホール船堀（都営新宿線船堀駅すぐ）

東京鶴翔同窓会
山形県立鶴岡南高等学校

事務局 〒116-0011東京都荒川区西尾久5-7-25
TEL・FAX 03-3893-9876（岡部方）

同窓会HPはこちら→

〒997-0028　山形県鶴岡市山王町3-14
TEL：0235-64-8701 FAX：0235-64-8702
E-mail:bussankimiai@angel.ocn.ne.jp

クラゲ展示種類数
世界一

鶴岡市立加茂水族館　℡0235-33-3036
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これまでの総会を振り返ってこれまでの総会を振り返って

中里区長（左）、水口会長、富塚市長（右）中里区長（左）、水口会長、富塚市長（右）

　

首
都
圏
鶴
岡
会
は
、
約
二
年
間
の

準
備
を
経
て
、
首
都
圏
に
在
住
す
る

鶴
岡
出
身
者
及
び
鶴
岡
に
好
意
を
寄

せ
て
く
だ
さ
る
方
を
会
員
と
し
て
、

平
成
九
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
と
な
る
設
立
総
会
で
は
、

初
代
会
長
に
水
口
と
し
さ
ん
（
如
松

同
窓
会
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
富
塚
陽
一
鶴
岡
市
長
、

中
里
喜
一
江
戸
川
区
長
を
は
じ
め
多

く
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

設
立
総
会（
第
一
回
）

交流パーティ交流パーティ

　

第
三
回
の
総
会
は
、
天
神
祭
の
化

け
物
に
よ
る
お
酒
の
ふ
る
ま
い
や
、

「
雪
の
降
る
ま
ち
を
」
の
合
唱
な
ど
鶴

岡
ら
し
さ
満
載
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
致
道
博
物
館
館
長
で
あ

る
酒
井
忠
久
氏
（
酒
井
家
十
八
代
当

主
）よ
り「
藩
校
と
徂
徠
学
」と
題
し
て
、

藩
校
致
道
館
の
教
育
方
針
や
、
現
在

の
鶴
岡
に
も
そ
の
方
針
が
引
き
継
が

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

総
会（
第
三
回
）

山田洋次監督山田洋次監督

　

第
八
回
の
総
会
は
、
映
画
監
督
の

山
田
洋
次
氏
か
ら
「
私
と
藤
沢
周
平
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

藤
沢
周
平
原
作
の
「
た
そ
が
れ
清

兵
衛
」
や
「
隠
し
剣
鬼
の
爪
」、「
武

士
の
一
分
」
で
監
督
・
脚
本
を
務
め

ら
れ
た
山
田
監
督
で
す
が
、
藤
沢
氏

本
人
と
会
っ
た
の
は
一
度
だ
け
、
そ

れ
も
全
く
別
の
物
語
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
た
め
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
時
の
佇
ま
い
や
話
し
方
か
ら
、

藤
沢
作
品
か
ら
感
じ
る
庄
内
の
イ
メ

ー
ジ
と
藤
沢
氏
が
ぴ
っ
た
り
と
重
な

っ
た
、
と
感
動
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会（
第
八
回
）

太下氏（前列中央）を囲んで太下氏（前列中央）を囲んで

　

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
に
認

定
さ
れ
た
翌
年
に
開
催
さ
れ
た
第
十

九
回
総
会
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ

＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
芸
術
・
文
化

政
策
セ
ン
タ
ー
長
（
当
時
）
の
太
下

義
之
氏
か
ら
「
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創

造
都
市
鶴
岡
の
魅
力
」
と
し
て
、
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

創
造
都
市
の
認
定
は
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
ス
タ
ー
ト
、
鶴
岡
の
魅
力
を
日

本
国
内
そ
し
て
世
界
に
広
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

総
会（
第
十
九
回
）
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石川　剛さん石川　剛さん

浅草の民謡歌手によるアトラクション浅草の民謡歌手によるアトラクション

　

第
二
十
一
回
の
総
会
は
、
山
形
大

学
農
学
部
の
江
頭
宏
昌
教
授
よ
り
、

「
在
来
作
物
と
鶴
岡
の
魅
力
」
と
し
て
、

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鶴
岡
に
今

な
お
数
多
く
残
る
在
来
作
物
の
お
い

し
さ
と
豊
か
さ
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と

が
、
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
山
伏
に
よ
る
会
場

の
お
清
め
に
始
ま
り
、
民
謡
や
ミ
ニ

天
神
ま
つ
り
、
抽
選
会
な
ど
の
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会（
第
二
十
一
回
）

抽選会に、皆川市長もご登壇抽選会に、皆川市長もご登壇

　

第
二
十
二
回
の
総
会
は
、
皆
川
治

鶴
岡
市
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

「
故
郷
・
鶴
岡
の
現
状
と
課
題
」
と

題
し
て
、
観
光
や
産
業
、
高
速
交
通

網
な
ど
様
々
な
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な

が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
二
次
会
、
三

次
会
に
も
出
席
い
た
だ
き
、
会
員
と

の
懇
親
を
大
い
に
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
生
ま
れ
は
東
京
で
す
が

両
親
が
鶴
岡
の
出
身
で
、
子
供

の
頃
は
毎
年
帰
省
し
て
い
ま
し

た
。
今
も
金
峯
山
の
姿
を
見
る
と
、

故
郷
に
帰
っ
て
来
た
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

　

昨
年
三
月
か
ら
仕
事
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
ヤ
ン
ゴ
ン
市
に
在
住
し
て

い
ま
す
。
来
て
す
ぐ
に
当
地
で
も
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
、
よ
う
や
く
収

束
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
今
年
二
月
、
今
度
は
国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ

ー
が
発
生
。
な
か
な
か
波
乱
万
丈
な
海
外
生
活
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

現
時
点
（
二
〇
二
一
年
五
月
）
で
は
、
私
が
住
む
周
辺
で
は
身
の
危
険

を
感
じ
る
事
は
あ
ま
り
無
く
、
気
を
付
け
な
が
ら
無
事
に
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
暮
ら
し
て
感
じ
る
の
は
、
自
分
が
子
供
だ
っ
た
頃
（
昭

和
四
十
年
代
）
の
日
本
と
似
て
い
る
な
あ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

野
良
犬
が
い
る
、
時
々
停
電
す
る
、
道
路
が
デ
コ
ボ
コ
、
若
い
人
が
多
い
、

等
々
。
平
均
所
得
も
ま
だ
ま
だ
低
い
の
で
す
が
、
素
朴
で
明
る
く
、
真

面
目
な
仕
事
振
り
の
人
が
多
い
と
い
う
印
象
で
す
。
今
は
社
会
経
済
が

大
変
な
状
況
で
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
長
期

的
に
は
大
き
な
成
長
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
当
地
で
は
自
動
車
の
販
売
や
レ
ン
タ
カ
ー
業
に
従
事
し
て
い
る

の
で
す
が
、
社
会
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
、
日
本
で
は
な
か

な
か
経
験
で
き
な
い
よ
う
な
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
触
れ
る
機

会
が
多
く
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
（
一
方
で
、
今

回
の
よ
う
な
混
乱
に
伴
う
リ
ス
ク
も
大
き
い
訳
で
す
が…

）。

　

余
暇
の
楽
し
み
は
、
今
は
ゴ
ル
フ
ぐ
ら
い
し
か
無
い
の
で
す
が
、
か

つ
て
の
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
か
良
い
コ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
り
、

毎
週
の
よ
う
に
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い
ま
す
（
コ
ロ
ナ
の
前
は
夜
の
カ
ラ
オ

ケ
・
バ
ー
も
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
全
て
閉
店
で
一
度
も
行

け
て
い
ま
せ
ん
）。

　

ま
だ
ま
だ
山
あ
り
谷
あ
り
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
生
活
が
続
き
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の
か
楽
し
み
に
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い

総
会（
第
二
十
二
回
）

会 員 の ひ ろ ば
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と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
ク
ー
デ
タ
ー
が
収
ま

っ
た
ら
、
皆
様
も
是
非
一
度
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

今
、
世
界
中

で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
振
る
っ
て

い
ま
す
。
私
た

ち
が
営
ん
で
き

た
生
活
が
一
変

し
、
会
話
に
も

気
を
付
け
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
人

と
の
繋
が
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
鶴
岡
に
帰
省
す
る

こ
と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
巣
ご
も
り
生
活
が
、

私
に
と
っ
て
「
故
里
」
が
ど
ん
な
に
大
切
な
も
の
だ

っ
た
か
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
日
々
で
し
た
。

　

私
は
旧
姓
真
田
と
い
い
ま
す
。
桧
物
町
で
生
ま
れ

七
人
兄
弟
姉
妹
の
二
番
目
で
す
。
朝
暘
第
一
小
学
校

―

鶴
岡
第
三
中
学
校―

鶴
岡
北
高
校
と
過
ご
し
た
十

八
年
間
は
住
ま
い
の
裏
の
南
岳
寺
の
大
火
や
新
潟
地

震
の
怖
い
思
い
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
子
供
の
頃
は

野
外
で
暗
く
な
る
ま
で
遊
び
回
り
、
中
学
時
代
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
活
に
熱
中
し
、
高
校
時
代
は
仲
間

と
夢
中
で
語
り
合
い
、
の
ほ
ほ
ん
と
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。

　

上
京
し
て
半
世
紀
以
上
に
な
り
ま
す
が
「
故
里
」

の
こ
と
は
忘
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
春
は
水
田

の
水
色
、
夏
は
青
々
と
し
た
田
ん
ぼ
の
緑
色
、
秋
は

黄
金
色
、
冬
は
雪
国
の
白
と
灰
色
の
素
晴
ら
し
い
景

色
が
目
に
浮
か
び
「
郷
愁
の
念
」
に
駆
ら
れ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
十
二
年
前
、
同
窓
会
の
お
手
伝
い
を

し
て
五
年
目
だ
っ
た
頃
、
当
時
の
東
京
事
務
所
所
長

の
岩
城
公
志
さ
ん
に
「
一
緒
に
い
が
ね
が
」
と
懐
か

し
い
庄
内
訛
り
で
誘
わ
れ
、初
め
て「
首
都
圏
鶴
岡
会
」

に
参
加
し
た
と
き
皆
さ
ん
の
強
い
郷
土
愛
に
共
感
し
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
会
員
に
賛
同
し
て
も
ら
う
た
め

如
松
同
窓
会
東
京
支
部
の
会
場
で
鶴
岡
事
務
所
の
担

当
の
方
に
Ｐ
Ｒ
の
お
願
い
を
し
た
り
、
結
成
六
十
周

年
記
念
号
で
紹
介
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
「
寒
鱈
ま
つ
り
」「
鶴
岡
市
政
報
告
会
」「
大

江
戸
勧
進
祈
願
祭
」「
屋
形
船
を
楽
し
む
会
」「
ふ
る

さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
」「
納
涼
だ
だ
ち
ゃ
豆
会
」
や
「
首

都
圏
鶴
岡
会
」「
庄
内
イ
イ
ナ
会
」「
庄
内
う
た
う
会
」等
、

お
誘
い
頂
い
た
会
は
な
ん
で
も
参
加
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
「
よ
ぐ
来
た
の
！
」「
な

づ
が
し
ご
ど
！
」
と
い
つ
で
も
家
族
や
幼
馴
染
の
よ

う
に
迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
同
級
生
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
同
じ
町
や
隣
町
の
大
先
輩
や
後
輩
の
方
々
に

お
会
い
し
た
時
は
昔
に
戻
っ
た
よ
う
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
も
素
晴
ら
し
い
で

す
が
、
初
め
て
出
会
っ
た
方
で
も
「
同
郷
」
と
い
う

だ
け
で
安
心
し
て
語
り
合
え
る
こ
と
、
人
と
人
と
の

和
を
広
げ
ら
れ
る
の
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

こ
の
出
会
い
が
「
ふ
れ
あ
い
酒
田
会
」「
山
形
県
人

東
京
連
合
会
」「
花
回
廊
よ
ー
ざ
ん
ろ
ー
ど
を
つ
く
る

会
」「
東
京
南
陽
会
」「
興
譲
館
同
窓
会
」
と
い
っ
た

庄
内
は
じ
め
最
上
・
村
山
・
置
賜
地
域
の
県
内
の
多
く

の
方
々
に
ま
で
繋
が
り
、
今
で
は
私
の
人
生
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
大
切
な
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
こ
こ
ろ

旅
。
鶴
岡
市
新

形
生
れ
、
線
路

を
越
え
た
六
軒

し
か
な
い
通
称
、

松
ノ
木
橋
の
団

子
屋
の
末
娘
。

田
圃
に
囲
ま
れ

た
家
か
ら
鳥
海
山
、
月
山
、
金
峯
山
、
高
館
山
と
四

方
を
見
渡
せ
る
の
ん
び
り
し
た
環
境
で
育
ち
ま
し
た
。

今
は
住
宅
地
に
な
っ
て
新
形
は
新
形
町
、
離
れ
て
い

た
我
家
は
日
和
田
町
と
な
り
全
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。
花
見
、
天
神
祭
り
、
サ
ー
カ
ス
、
花
火
大
会
な

ど
と
一
緒
に
、
一
時
間
も
か
か
る
一
中
へ
の
通
学
路

の
辛
い
思
い
出
が
浮
か
び
ま
す
。
出
来
た
ば
か
り
の

国
道
七
号
線
が
近
道
で
し
た
が
一
人
で
歩
く
一
本
道
、

当
時
は
遮
る
も
の
が
な
く
夏
の
日
差
し
や
冬
の
季
節

は
大
変
で
し
た
。

　

鶴
岡
を
離
れ
て
味
の
あ
る
方
言
も
岐
阜
生
れ
の
夫

と
は
笑
い
の
種
、
遠
い
故
郷
で
し
た
。
高
校
同
窓
会

か
ら
始
ま
っ
て
鶴
岡
会
に
入
会
し
故
郷
の
歴
史
、
文

化
を
知
る
機
会
を
得
、
改
め
て
見
直
し
ま
し
た
。
小

学
校
の
遠
足
で
行
っ
た
羽
黒
山
、
湯
殿
山
、
清
川
八

郎
や
加
藤
清
正
の
遺
跡
見
学
は
お
弁
当
や
お
し
ゃ
べ

り
の
た
だ
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
幕
末
庄
内
藩
の
出

来
事
も
松
ヶ
岡
開
墾
が
な
さ
れ
た
と
軽
い
話
。
佐
藤

賢
一
氏
著
の
「
遺
訓
」
な
ど
を
読
む
と
わ
く
わ
く
し
、

鶴
岡
が
大
山
形
県
の
県
庁
所
在
地
に
な
っ
て
い
た
ら

新
幹
線
も
高
速
道
路
も
と
っ
く
に
通
っ
て
い
た
だ
ろ

う
か
と
妄
想
が
膨
ら
み
ま
す
。
当
時
、
も
う
少
し
地

元
の
歴
史
を
教
え
て
頂
け
て
い
た
ら
と
残
念
に
思
い

ま
す
。

　

鶴
岡
会
で
は
講
演
や
出
席
者
か
ら
の
初
耳
な
事
や

楽
し
い
事
を
聞
き
、
冬
は
寒
鱈
汁
、
夏
は
だ
だ
ち
ゃ

豆
と
お
酒
の
楽
し
み
満
載
。
お
酒
の
弱
い
夫
と
友
人

を
誘
っ
て
一
卓
を
囲
み
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
は
難
し
い
現
状
で
す
が
、

次
回
の
企
画
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
し
、
早

く
安
心
し
て
皆
様
と
お
会
い
出
来
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

尾中　文子さん尾中　文子さん

渡邊　みゑさん渡邊　みゑさん
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伊藤美津子　　石川　康博　　大泉　　正
小林　　武　　櫻井　孝子　　坂田　俊次
佐藤　隆也

会報編集委員 鶴岡市東京事務所　公式facebook

お問い合わせお問い合わせ
首都圏鶴岡会事務局
〒134-0088 
東京都江戸川区西葛西7丁目28番7号
鶴岡市東京事務所内
ＴＥＬ　03-5696-6821
ＦＡＸ　03-5696-6822
E-Mail
tokyo@city.tsuruoka.yamagata.jp

　松ヶ岡開墾場は、戊辰戦争終結後、刀を鍬に持ち替えた旧庄内藩士たちによって開墾され、今年
で150年を迎えます。開墾士により形成された集落で、今もなお存在しているのは、全国でもここだ
けといわれています。
　平成 29年には日本遺産にも認定されています。ぜひ一度訪れてみてはいかがですか？

ふるさと会、高校同窓会に加入しませんか？

　首都圏鶴岡会の他にも、市町村合併前の旧町村単位で「ふるさと会」、さらには、各高校の
「同窓会」もあり、それぞれ活動が行われております。
　ぜひご入会いただき、懇親を深めるとともに、故郷・鶴岡を盛り上げましょう。
　ご興味のある方や入会を希望される方は、鶴岡市東京事務所までお問い合わせください。

首都圏鶴岡会　新規会員を募集しています！
「首都圏鶴岡会」では、一緒に活動していただける方を募集しています。

　ご家族、ご友人、会社の同僚など、多くの方をお誘いください。若い方（自称でも構いませ
ん）、大歓迎！懇親会・様々なイベントを通じて、同郷の仲間や、鶴岡が大好きな方とのつな
がりを深めませんか？

旬の情報を発信しています。

ぜひご活用ください。

鶴岡市東京事務所　職員紹介

今年度もよろしくお願いいたします。お気軽にお越しください。

（所長） 伊藤　弘治（所長） 伊藤　弘治 五十嵐　佳祐五十嵐　佳祐 安藤　勝教安藤　勝教 目黒　清臣目黒　清臣 北川　茂子北川　茂子

　鶴岡市では、ふるさと納税の取組推進のため、公式Twitter、公式 note をスタートいたしました。
返礼品に関する情報や、生産者、風土の魅力などを積極的に発信します。
ぜひ多くの皆様の「フォロー」をお願いします！

【twitter】
鶴岡市_ふるさと納税

【note】
鶴岡市 ふるさと納税
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